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七
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、
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梱
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叶
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駐
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梱
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司
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引
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l
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i
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迷
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梱
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付
先
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通
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収
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襲
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藤
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磯
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が
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菅
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滅
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。
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。
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ザ
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h
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司
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燥
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仁
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械
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ど
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さ
れ
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縦
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燥
の
程
午
は
ど
に
つ
一
回
請
求
書
は
一
応
用
促
出
し
た
が
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を
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ら
れ
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摺
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が
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し
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っ
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燥
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仁
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燥
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叫
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齢
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著
し
く
減
少
一
し
て
2
5
な
こ
と
に
互
号
、
通
行
人
の

ih--~トJMm一
誌

長

斡

一

一

す

る

な

ど

消

費

ま

で

の

段

階

に

一

言

識

を

深

め

ら

れ

ど

協

力

一

d

闘

機

一

成

見

地

区

間

関

一

一

晶

一

を

み

は

ら

せ

る

に

充

分

な

も

の

一

な

い

た

め

橋

グ

タ

を

大

、

ぎ

く

し

一

一

お

山

民

国

混

同

れ

-HK片
は

け

い

υい
願

一

が

あ

る

。

一

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

両

側

が

上

一

は

じ

ま

る

一

姿
が
新
し
い
町
つ
く
り
、
建
設
一
い
。
別
表
は
各
地
区
の
得
点
二
十
二
月
十
日
ご
ろ
橘
ゲ
タ
工
事
一
り
勾
配
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

競

争

に

な

る

に

と

を

念

願

し

た

一

覧

表

一

は

完

了

し

、

つ

A

つ
い
て
つ
ン
ク
一
そ
れ
に
あ
わ
し
て
匂
況
を
作
る
J

成
見
地
日
の
開
田
工
事
(
土

i

l

i

-

-

!

1

i

1

l

i

l

i

-

-

リ
i
ト
が
両
岸
の
と
り
つ
け
工
一
の
で
中
央
部
2
く
な
る
と
い
一
地
改
良
区
組
合
長
富
永
義
忠
氏

位

一

回

6

H

9

3

8
斗

2
5
1
7
一
一
事
と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ー
来
年
一
う
こ
と
で
あ
る
ω

一
)
J
の
起
工
式
は
菅
岡
本
村
の
工

L
日
う
日
記
間
判
明
一
一
一
一
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
完
成
一
高
槻
は
背
景
の
百
土
山
、
城
一
事
に
つ
つ
い
て
き
十
一
月

友
宗
一
川
I
l
l
i
-
-
-
-
-
一
亡
、
上
流
半
分
の
橋
が
通
れ
る
一
山
に
マ
ッ
チ
し
た
観
光
大
洲
を
一
十
日
現
地
に
お
い
て
お
こ
な
わ

配

司

一

|

訟

判

ベ

斗

判

一

|

一

6

4

一

1

一

一

よ

う

に

な

る
L

一
象
徴
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
設
計
五
た
。

イ

-

完

l

i

l

-

-

引
l
i
l
i
-
-
-
一
一
橋
の
中
央
官
現
在
高
よ
一
が
な
さ
れ
て
お
り
、
完
成
後
の
一
開
国
間
積
は
約
七
@
ヘ
ク
タ

い

町

長

一

一

一

:
f
f
E
E
T
a
一
一
り
約
二
米
一
両
く
な
る
が
、
こ
れ
一
肱
川
橋
は
す
ば
ら
し
い
も
の
に
一
l
ル
、
J
事
脅
四
八
三
万
円
の

写

|

こ

「

ゴ

J

4

3

1

2

5

1

周

到

一

一

は

今

ま

で

の

よ

よ

釣

橋

式

で

一

な

る

で

あ

ら

う

J

一

直

営

工

事

で

現

在

吉

川

J

ハー

引
一
|
戸
「
1
i
l
i
l
i
l
i
-
-
-
-
ー
一
一
2
7
-
1
M
r
4
7
・
1命
i
，
f
6
1砲
i
v
f
d
J
e
-
-
J
1
J
L
J
t
t
h
J
a
J
a
j
ョ
一
シ
フ
ル
ー
ト
ザ
l
九
ト
ン

叫

;

一

一

一

1

3

Z

3

4

一

一

5

一

一

一

一

ブ

ル

ド

ザ

ー

に

よ

り

着

々

と

同

h
J
4
1引
当

割

引

寸

一

一

「

戦

傷

病

者

戦

没

者

遺

族

援

護

法

十

進

行

し

て

い

る

給

恥

ー

斗

4
u判
イ

コ

4
判

割

引

一

一

軍

人

恩

給

統

一

引

揚

者

給

付

金

等

の

一

L
M
M
h訪
日

目

ド

躍
世
司
ゴ
引
副
司
J

ー

一

一

巡

囲

相

談

に

つ

い

て

恥

知

ら

せ

』

一

日

川

計

十

一

日

一

円

前

μ引
よ

4判
吋
判
剖
斗
司
判
寸
到
刊
一
一
こ
の
た
び
失
権
防
止
の
企
凶
一
覧
の
上
、
該
当
者
は
相
談
に
お
一
万
円
余
に
高
め
よ

5
と
す
る
も

断

定

仁

ト

ト

い

い

に

い

い

ト

ド

十

一

一

を

も

っ

て

戦

傷

病

者

戦

没

者

遺

一

い

で

下

さ

い
ο

一
の
で
来
年
一
一
一
月
三
十
)
日

Z
Z

5

当

記

判

ベ

判

叶

斗

け

剖

ベ

剖

」

1

一

一

族

援

護

法

、

軍

人

尽

給

、

引

揖

一

記

一

主

ぷ

予

定

さ

凶

f
J
J
一

斡

」

円

「

l
i
l
i
-
-
l
l
i
-
-
一
一
者
給
付
金
な
ど
に
つ
い
て
の
相
一
日
時
十
二
日
μ

十
日
一
受
益
者
に
大
き
く
杭
封
筒
さ
れ
℃
一

i

南
北
野
片
田
川
沢
谷
菩
佳
誠
一
一
長
会
が
、
変
革
註
世
話
会
の
主
一
九
院
か
ら
四
時
ま
で
一
い
る
士
事
は
フ
ル
ド
!
ず
i
の
一

七

十

日

低

下

!

日

一

背

日

明

守

日

比

一

時

M
L寸前部
l

ル

一

ド

い

計

五

日

1
一

泊

U
W
1
6
4
5
1
n
t
H
H
U
H
-
E樹
1
1「
回

目

苛

4
4
4司羽
1
i
3
a
a司
説
場

掛

郵

局

便

1や
ら2


